
釜垣内遺跡調査地 

（背後に見える山は、入道ヶ岳です） 

西端から掘削を開始しました（6 月 20 日撮影） 

釜
かま

垣内
が い と

遺跡（第２次） 

所在地  ：鈴鹿市小岐須町 

遺跡への経路  ：車で…東名阪道鈴鹿 IC 出口を右折し、県道 560号（鈴鹿公園長沢線）を西

に４㎞程進むと、右側に「新名神高速道路」建設予定地を示す看板が

あります。そのすぐ先の十字路を左折し、しばらく道なりに進んでく

ださい。道の両側に発掘調査場所があります。 

位置情報ＵＲＬ ：http://www.gis.pref.mie.lg.jp/mmm/index.html?z=256&ll=34.949379629629625,136.4533163841808 

調査原因 ：新名神高速道路（四日市 JCT～亀山西 JCT）建設事業 

調査期間 ：平成 24年 5月 24日～平成 24 年 12月末日（予定） 

調査面積 ：7,500 ㎡（予定） 

コメント    ：釜垣内遺跡（第２次）の発掘調査が始まりました。昨年度の調査では、中世

を中心とした溝や土坑などの遺構や山茶碗などの遺物が見つかっています。

今年もお楽しみに。 

見頃  ：７月下旬～11月中旬頃   

 

 

問い合わせ先： 

〒512-8064 三重県四日市市伊坂町 126-1 

三重県埋蔵文化財センター 調査研究３課四日市整理所 

担当：鈴木規之 小原雄也 

電話番号：059-363-3195／ファックス：059-363-3196 

e-mail：maibun@pref.mie.jp 


